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十
一
月
十
一
日（
土
）
と
十

二
日（
日
）
の
二
日
間
、「
第
二

回
侍
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

は
、
遠
藤
譲
一
・
久
慈
市
長
に

ご
出
席
い
た
だ
い
て
、
開
始

前
か
ら
商
品
を
買
い
求
め
る

客
の
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の

賑
わ
い
と
な
り
、
侍
浜
町
の

海
と
山
の
食
の
魅
力
を
総
結

集
し
た「
侍
マ
ル
シ
ェ
」
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

初
日
は
あ
い
に
く
の
強
風

と
な
っ
た
た
め
、
屋
外
の
テ

ン
ト
で
予
定
し
て
い
た
ブ
ー

ス
の
全
部
を
屋
内
に
移
動
し

て
の
開
催
と
な
り
、
二
日
目

は
強
風
が
収
ま
っ
た
た
め
、

ブ
ー
ス
の
一
部
を
屋
外
の
テ

ン
ト
に
移
し
て
の
開
催
と
な

り
、
初
日
を
上
回
る
賑
わ
い

と
な
り
ま
し
た
。

　

入
場
者
は
、
二
日
間
合
計

で
延
べ
二
千
百
六
十
人
（
初

日　

九
百
十
人
、
二
日
目　

千
二
百
五
十
人
）
と
、
多
数
の

方
々
で
賑
わ
い
大
盛
況
に
終

わ
り
ま
し
た
。

　

侍
マ
ル
シ
ェ
は
、
来
年
度

以
降
も
開
催
予
定
で
す
。
今

回
の「
侍
マ
ル
シ
ェ
」
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
侍
浜
町
民
が
一

丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
侍
浜
町
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

　

第
二
回
侍
マ
ル
シ
ェ
に
従

事
さ
れ
た
皆
様
、
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

篠
笛
、
太
鼓
で

「
さ
む
ら
い
囃
子
」
を
　
　

習
い
ま
せ
ん
か
・
・

侍
浜
町
の
海
と
山
の
食
の
魅
力
を
総
結
集
！

第
二
回 
侍
マ
ル
シ
ェ

平成29年度 侍浜地区対抗グラウンド・ゴルフ交流会

平成29年度  侍浜地区対抗グラウンド・ゴルフ交流会  成績表

地区名 参加
得点

競技
得点

総合
得点

月　別　総　合　順　位 総合
順位 備　考

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月
１ 麦　生 70 85 155 10 4 7 8 位
２ 本　波 0 0 0 11位
３ 白　前 180 295 475 3 5 ① 2 3 ① ２位 優勝２回
４ 横　沼 180 340 520 ① ① ① ① 2 3 １位 優勝４回
５ 保土沢 0 0 0 11位
６ 北　野 80 30 110 9 5 10 8 7 10位
７ 向　町 180 225 405 5 7 5 4 4 4 ４位
８ 本　町 90 210 300 5 2 7 6 6 ６位
９ 外屋敷 60 95 155 8 8 8 8 ８位
10 桑　畑 140 320 460 3 3 3 4 ① 2 ３位 優勝１回
11 堀　切 110 170 280 2 8 6 6 7 ７位
12 角　柄 160 225 385 7 3 8 3 5 5 ５位

　

五
月
か
ら
始
ま
っ
た
本
年
度
の

交
流
会
も
十
一
月
十
七
日
（
金
）、

す
べ
て
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
総
合
優
勝

は
横
沼
町
内
会
、
第
二
位
は
白
前

町
内
会
、
第
三
位
は
桑
畑
町
内
会

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

横
沼
町
内
会
の
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
年
度
以
降
も
健
康
増
進
、
地

域
の
活
性
化
、
仲
間
づ
く
り
や
世

代
間
交
流
を
図
り
な
が
ら
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

お
知
ら
せ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
納
会
】

　

日
時　

十
二
月
十
日
（
日
）

　
　
　
　

十
三
時
～

　

場
所　

横
沼
緑
地
広
場
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侍
マ
ル
シ
ェ
と
同
日
、「
第

四
十
四
回
侍
浜
町
民
文
化

祭
」
が
開
催
さ
れ
、
多
数
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

侍
浜
保
育
園
、
侍
浜
小
学

校
、
侍
浜
中
学
校
、
侍
浜
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
各
町

内
会
、
各
婦
人
会
、
各
団
体
や

個
人
か
ら
、
日
ご
ろ
の
趣
味

や
学
習
で
制
作
し
た
作
品
が

出
展
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
、
食
堂
部
門
も
好

評
で
し
た
。

　

体
育
館
で
は
町
婦
協
、
各

婦
人
会
及
び
は
ま
ゆ
り
の
会

に
よ
る
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
、

舞
台
部
門
は
、
侍
浜
保
育
園

園
児
の
踊
り
、
侍
浜
小
学
校

三
・
四
年
生
の
合
唱
、各
婦
人

会
の
踊
り
、
侍
浜
中
学
校
か

ら
合
唱
の
発
表
が
行
わ
れ
、

最
後
に
毎
年
恒
例
の
盆
踊
り

　

侍
マ
ル
シ
ェ
、
文
化
祭
が

十
一
日
〜
十
二
日
に
開
か

れ
、
あ
わ
せ
て
体
育
館
で
は

侍
浜
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
桑
田
和
雄
会
長
）
が
、
会
員

や
家
族
、
町
内
か
ら
集
め
た

お
宝
約
三
十
種
類
、
二
百
六

十
点
を
展
示
。

　

文
化
関
連
で
は
、
約
百
年

前
の
測
量
機
具
、
獅
子
頭
、
お

面
、
将
棋
の
中
学
生
藤
井
四

段
関
連
本
、
中
原
名
人
サ
イ

ン
色
紙
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
野

　

先
日
、披
露
さ
れ
ま
し
た
久

慈
忠
氏
か
ら
侍
浜
町
に
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
神
輿
と
祭

囃
子
の
Ｃ
Ｄ
を
侍
浜
の
神
輿
・

お
囃
子
の
会（
会
長  

畑
中
勇

吉
）で
は
、青
森
県
、王
将
太
鼓

の
斎
藤
圭
一
様（
太
鼓
）
斎
藤

祥
子
様（
篠
笛
）か
ら「
さ
む
ら

い
囃
子
」
を
創
作
い
た
だ
き
、

神
輿
の
活
用
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

斎
藤
様
は
、
青
森
県
で
長

年
、
太
鼓
、
篠
笛
の
指
導
実
績

が
あ
り
、ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
で

の
演
奏
も
し
て
い
る
演
奏
者

で
も
あ
り
、篠
笛
等
を
わ
か
り

や
す
く
ご
指
導
い
た
だ
け
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

球
の
甲
子
園
、
東
京
ド
ー
ム
、

格
闘
技
世
界
大
会
出
場
、
陸

上
な
ど
の
貴
重
な
品
物
が
展

示
さ
れ
、
大
勢
の
観
客
の
目

を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、「
浜
の
台
所　

ほ
っ
こ
り
と
」
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
、
町
老
連
女
性
会
員
ら

が
農
産
物
、
手
工
芸
品
を
出

店
、
初
日
に
完
売
の
人
気
で

し
た
。

　

演
奏
指
導
会
は
、侍
浜
市
民

セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
十
二
月

下
旬
頃
か
ら
、概
ね
日
曜
日
に

十
回
侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
で

予
定
し
ま
す
。

　

小
、中
、高
校
生
、一
般
の
方

で
演
奏
指
導
を
希
望
す
る
方

に
は
、
太
鼓
、
篠
笛
を
無
料
貸

与
い
た
し
ま
す
。
希
望
者
は
、

小
、
中
学
生
は
、
学
校
に
高
校

一
般
の
方
は
、
電
話
五
八

－

二
一
一
一
番
、侍
浜
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
添
え
て
お
申
し
込
み

下
さ
い
。
な
お
、
練
習
希
望
者

に
は
、篠
笛
の
指
使
い
等
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
が
で
き
ま

す
。

　

埼
玉
県
戸
田
市
在
住
の
久

慈
忠
氏（
侍
浜
町
堀
切
出
身
）

か
ら
お
神
輿
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
同
級

生
有
志
と
町
老
連
で
は
、町
内

初
披
露
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体

験
が
行
わ
れ
、
高
い
所
か
ら

の
景
色
に
怖
が
り
な
が
ら
も

楽
し
く
体
験
し
て
い
ま
し

た
。

　

開
催
に
当
た
り
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
、
出
展
及

び
出
演
い
た
だ
い
た
皆
様
、

来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
食
堂
部
門
、
即
売
部

門
及
び
舞
台
部
門
を
担
当
し

て
い
た
だ
い
た
侍
浜
町
婦
人

団
体
協
議
会
、
体
験
部
門
を

担
当
し
て
い
た
だ
い
た
ツ

リ
ー
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ　

木
に

な
る
久
慈
及
び
体
験
部
門
の

ス
タ
ッ
フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
協
力
い
た
だ
い
た
侍
浜

中
学
校
の
生
徒
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

侍
浜
町
民
文
化
祭 

開
催

お
宝
展

−

有
る
な
す
お
ら
ほ
の
宝
物

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

貴
重
な
品
物
二
百
六
十
点
余
を
展
示

侍
浜
お
神
輿
　

　
町
内
に
初
披
露
　

　
立
派
な
出
来
栄
え

　
　
久
慈
忠
氏
製
作
・
寄
贈

第 44回
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侍
浜
町
振
興
協
議
会
で

は
、
国
の
農
山
漁
村
振
興
交

付
金(

農
泊
推
進
事
業)

を
活

用
し
て
、
今
後
、
外
国
か
ら
の

訪
日
観
光
客
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
侍
浜
地
域

で
の
民
泊
受
入
や
運
営
態
勢

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
十

一
月
十
一
日
か
ら
の
二
泊
三

日
の
外
国
人
留
学
生
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

岩
手
大
学
か
ら
中
国
と
韓

国
の
留
学
生
七
人
が
参
加
し

二
班
に
分
か
れ
て
民
泊
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
二
日
は
、
侍
マ

ル
シ
ェ
と
町
民
文
化
祭
を
見

学
し
、「
侍
～
は
ま
お
ど
塾

～
」
と
の
交
流
会
で
は
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
等
で
大
い
に
楽
し
み

ま
し
た
。

　

十
一
月
十
三
日
は
、
田
子

の
木
～
横
沼
展
望
所
ま
で
の

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

の
散
策
」、
サ
ッ
パ
船
体
験
な

ど
で
大
い
に
侍
浜
を
堪
能
し

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
侍
浜
の
情
報

発
信
を
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
一
日
（
土
）、「
拓

陽
の
笑
顔
～
笑
顔
は
み
ん
な

を
幸
せ
に
す
る
～
」
を
テ
ー

マ
に
久
慈
拓
陽
支
援
学
校

「
第
九
回
拓
陽
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
は
、
小
学
部
、
中

学
部
、
高
等
部
音
楽
ク
ラ
ブ

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

小
学
部
低
学
団
は
、
季
節

ご
と
に
こ
び
と
に
扮
し
た
児

童
達
が
出
て
き
て
、
音
楽
や

体
育
で
学
習
し
た
こ
と
を
元

気
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

小
学
部
高
学
団
は
、
校
外

学
習
で
の
学
習
の
成
果
「
バ

ス
の
乗
り
方
」
を
見
せ
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
な
活

動
を
楽
し
く
発
表
し
て
い
ま

し
た
。

　

中
学
部
は
、
今
年
の
宿
泊

学
習
で
調
べ
て
き
た
「
盛
岡
」

に
つ
い
て
実
況
中
継
さ
な
が

ら
の
発
表
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　

高
等
部
音
楽
ク
ラ
ブ
は

『
我
ら
の
青
春
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
和
太
鼓
や
歌
、
ダ
ン
ス

を
力
強
く
披
露
し
ま
し
た
。

　

温
か
い
ご
声
援
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
、
体
育
館
で

中
学
部
の
作
業
製
品
販
売

会
、
外
部
団
体
販
売
、
校
舎
内

!

で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
や
高
等

部
軽
食
喫
茶
、
高
等
部
作
業

製
品
販
売
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
作
業
製
品
や
軽
食
喫

茶
の
「
ひ
っ
つ
み
」
な
ど
も

心
を
込
め
て
生
徒
た
ち
が
作

り
、
接
客
の
マ
ナ
ー
に
も
気

を
配
り
、
た
く
さ
ん
の
方
の

来
客
に
嬉
し
さ
と
達
成
感
を

味
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ

た
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

　

今
後
も
久
慈
拓
陽
支
援
学

校
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十

五
日
（
水
）、
公
益
社
団
法
人

大
日
本
農
会
が
主
催
す
る
平

成
二
十
九
年
度
大
日
本
農
会

農
事
功
績
表
彰
式
が
東
京
で

開
催
さ
れ
、
越
戸
き
の
こ
園

社
長
の
越
戸
俊
男
さ
ん
が

「
緑

り
ょ
く

白は
く

綬じ
ゅ

有ゆ
う

功こ
う

章し
ょ
う

」
を
受
章
し

た
。
岩
手
県
か
ら
は
、
越
戸
さ

ん
含
め
三
人
が
受
章
。
確
認

で
き
た
平
成
十
七
年
以
降
で

は
、
久
慈
市
で
初
め
て
の
受

章
と
な
り
ま
す
。

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

農
泊
事
業
の
取
組
！

　「
留
学
生
」
モ
ニ
タ
ー

　
　
　
　
ツ
ア
ー
開
催
！

お
知
ら
せ

○
十
二
月
（
師
走
）

・
一
～
一
〇  

日　

冬
の
交
通
事　
　
　
　
　

故
防
止
県
民
運
動

・
一
日　
　

  

侍
浜
松
寿
会
ク
ラ

ブ
全
国
表
彰
・
岩

手
県
老
連
お
祝
い

の
会

・
六
日　
　

  

侍
浜
中
、拓
陽
支
援

学
校
交
流
学
習

・
六
日　
　

  

侍
浜
小
地
産
地
消

ふ
れ
あ
い
給
食

・
九
日　
　

  

侍
浜
中
一
年
、二
年

Ｐ
Ｔ
Ａ
レ
ク

・
九
日　
　

  

侍
浜
保
育
園
お
ゆ

う
ぎ
会

・
一
三
日　

  

侍
浜
地
区
健
康
相

談
日
（
毎
月
第
二

水
曜
日
）

・
一
四
日　

  

角
柄
地
区
健
康
相

談
日

・
一
五
日　

  

年
賀
郵
便
受
付
開

始

・
一
九
日　

  

保
土
沢
地
区
健
康

相
談
日

・
一
九
～
二  

一
日　

侍
浜
中
学　
　
　
　
　

校
三
者
面
談

・
二
〇
～
二  

一
日　

侍
浜
小
学　
　
　
　
　

校
期
末
面
談

・
二
二
日　

冬　
　

至

・
二
二
日　

  

侍
浜
小
学
校
二
学

期
終
業
式

・
二
二
日　

  

侍
浜
中
学
校
終
業　
　
　
　
　

式
・
ま
ご
こ
ろ
サ　
　
　
　
　

ン
タ
作
戦

・
二
三
日　

  

天
皇
誕
生
日

・
二
三
日　

  

市
民
体
総
合
閉
会

式

・
二
五
日　

  

ク
リ
ス
マ
ス

・
二
八
日　

  

官
公
庁
仕
事
収
め

・
三
一
日　

  

大
晦
日

❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧

平成29年 五大ニュース募集�
　今年も残すところ１ヶ月となりました。
　恒例となった「町民の皆様が選ぶ五大ニュース」を募集しますので、今年一年を
振り返って最も関心のあった事柄を選んで下さい。
　各地区の区長さんを通じて配布予定ですので、多数の応募をお待ちしております。
　なお、提出期限は 12 月 15 日（金）となりますので、区長さんまたは、広報部
員まで提出くださるようお願いします。
　また、パソコン・スマホからも応募できます。
応募フォームアドレス：https://goo.gl/forms/18EjkxD6FRnZVPrn1

（スマホからはＱＲコードを使用すると便利です。）

‥‥‥　参考項目（海鳴記事１月から12月分）　‥‥‥
① 市民大会において桑田辰治さんが市長表彰である環境衛生功労表彰受賞
② 侍浜公民館から侍浜市民センターへの移行
③ 野場知聡さんが教育奨励賞「スポーツ賞」を受賞
④ 畑中秀作さんが教育奨励賞「体育功労賞」を受賞
⑤ 中居久子さんが短歌で市民文芸賞「奨励賞」を受賞
⑥ 堀切地区に市内最大規模のメガソーラー発電所の工事着工
⑦ 市民体育大会バドミントン競技で優勝
⑧ 地区中総体柔道競技個人 55㎏級で久慈真也選手優勝
⑨ 地区中総体バドミントン競技個人戦ダブルスで須田夏希・中居美穂組優勝
⑩ 日椎連乾椎茸箱物品評会で久慈石太郎さん 10 年連続最高賞受賞
⑪ 県畜産共進会ホルスタイン種の部で外谷辰也さん最高賞受賞
⑫ 侍浜松寿老人クラブが全国表彰特別賞受賞
⑬ 第２回侍マルシェ開催
⑭ 大日本農会農事功績表彰式で越戸俊男さんが久慈市初の「緑白綬有功章」を受章

『侍浜体育館 DE 誰でも若返りウォーク』のご案内
　侍浜市民センターでは、冬期間に道路凍結等安全面で屋外の
ウォーキングが難しいことから侍浜体育館 ( ふれあい交流セン
ター )をウォーキング会場として開放します。
　また、ウォーキングは、継続することでダイエット効果や、肺
機能の向上、血圧の安定やストレス解消など様々な効果があると
いわれています。また、生活習慣病の予防にもなります。
　歩数計を貸出し、歩数を記録して最後に記録証を発行します。
皆さんの参加をお待ちしています。

……✿……✿……✿……✿……✿……

◇期　日　12月〜３月の「月〜金曜日」
　　　　　※ただし、祝日及び事業があるときは休みとします。
◇時　間　正午〜午後３時（※受付は正午〜午後２時40分まで。）
◇会　場　侍浜体育館
◇参加料　無料
◇その他　携行品：運動のできる服装・タオル、着替え、内

履き（室内シューズ）、飲み物等

参加中の事故については、公民館総合保障制度の範囲内での
補償となります。

　▷問合せは　侍浜市民センター（☎ 58− 2110）まで

岩
手
大
学
留
学
生
の
参
加
者

　

劉
リ
ュ
ウ　

嘉カ

ギ儀　

さ
ん

　

丁テ
イ　

　

旻ミ
ン　

さ
ん

　

夏シ
ャ　

家カ
ジ
ュ
ン順　

さ
ん

　

高コ
ウ　

守シ

ュ

ギ義　

さ
ん

　

伍ゴ　

潔ケ
ツ
レ
イ玲　

さ
ん

　

李リ　

欣キ

ン

イ蔚　

さ
ん

　

李イ　

世セ

フ

ン訓　

さ
ん

 　
『拓陽の笑顔

〜笑顔はみんなを
　　　　幸せにする〜』

第９回 拓陽祭
『拓陽の笑顔

〜笑顔はみんなを
　　　　幸せにする〜』

  
大
日
本
農
会
農
事

功
績
表
彰
受
章


